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り
の
こ
え

と
「
就
業
力
」
と
大
学
教
育

あ
が
り
ま
し
た
。
同
時
に
、

企
業
に
よ
る
能
動
的
な
青
田

買
い
を
防
止
し
て
い
た
就
職

協
定
自
体
が
無
意
味
な
も
の

と
な
り
、
堂
々
と
一
斉
に
採

用
活
動
を
早
め
る
別
の
意
味

で
の
青
田
買
い
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

学
生
が
企
業
を
受
験
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
企
業
か
ら

見
れ
ば
学
生
を
選
抜
す
る
こ

と
で
も
あ
り
ま
す
。
選
抜
に

は
、
何
ら
か
の
基
準
が
あ
る

は
ず
で
す
。
そ
れ
は
、
例
え

ば
文
科
省
の
言
う
「
就
業

力
」
と
か
、
経
産
省
の
言
う

「
社
会
人
基
礎
力
」
と
言
っ

た
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、「
就
業
力
」
も
「
社

会
人
基
礎
力
」
も
、
抽
象
度

の
高
い
概
念
で
す
。
経
産
省

に
よ
れ
ば
、「
社
会
人
基
礎

今
年
も
、
大
学
三
年
生
が

就
職
活
動
を
す
る
時
期
に
入

り
ま
し
た
。
秋
の
深
ま
り
と

と
も
に
、
学
生
た
ち
は
、
就

職
活
動
の
こ
と
を
否
応
な
く

意
識
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
、
現
状
の
就
職
活
動
の

慣
習
に
倣
っ
て
述
べ
ま
し
た

が
、
企
業
に
よ
る
新
卒
者
の

採
用
活
動
が
現
在
の
よ
う
に

卒
業
年
次
前
に
ま
で
前
倒
し

さ
れ
て
い
る
状
況
に
、
大
学

関
係
者
か
ら
多
く
の
批
判
が

出
て
い
る
こ
と
は
ご
承
知
の

こ
と
で
し
ょ
う
。
バ
ブ
ル
経

済
が
崩
壊
す
る
と
共
に
、「
リ

ク
ル
ー
タ
ー
制
度
」
の
よ
う

な
企
業
が
学
生
を
買
い
に
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く

る
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と
い
う
状
況
が
で
き

力
」
は
、「
企
業
や
組
織
の

中
で
、
多
様
な
人
々
と
と
も

に
仕
事
を
行
っ
て
い
く
上
で

必
要
と
な
る
基
礎
的
な
能

力
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま

す
。「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
」
や
「
協
調
性
」、「
バ

イ
タ
リ
テ
ィ
」
と
い
っ
た
能

力
を
身
に
つ
け
よ
と
は
言
う

も
の
の
、
教
え
る
立
場
か
ら

す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
も
の

を
ど
の
よ
う
な
手
法
で
教
え

る
の
か
、（
批
判
的
）
疑
問

が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
意
地

悪
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
現

在
企
業
に
お
勤
め
の
「
勝
ち

組
!?
」
の
方
々
は
、
そ
の
よ

う
な
能
力
を
持
っ
て
い
る
の

か(

若
か
り
し
頃
持
っ
て
い

た
の
か
）
と
苦
言
を
呈
し
た

く
も
な
り
ま
す
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
企
業
は
い
や
社
会

は
、
こ
の
よ
う
な
抽
象
的
な

能
力
を
学
生
に
付
け
さ
せ
る

よ
う
、
大
学
に
否
応
な
く
求

め
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
問
題
を
突
き

つ
け
ら
れ
た
大
学
は
、
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
に
は
、
二
つ
の
方

向
性
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

ま
ず
、
企
業
社
会
が
突
き
つ

け
て
く
る
理
不
尽
な
慣
習
を

改
め
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
既

に
日
本
学
術
会
議
が
、
卒
業

後
三
年
以
内
の
既
卒
者
は
新

卒
扱
い
と
し
て
採
用
活
動
を

行
う
よ
う
、
企
業
に
求
め
る

提
言
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
流
れ
の
中
で
、
大
学

と
学
生
が
企
業
に
一
方
的
に

振
り
回
さ
れ
る
構
造
が
な
く

な
れ
ば
い
い
の
で
す
。
し
か

し
、
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
か

な
り
「
イ
マ
ジ
ン
」
な
こ
と

で
し
ょ
う
。

も
う
一
つ
の
方
向
性
は
、

大
学
側
が
「
就
業
力
」
の

育
成
を
意
識
的
に
行
う
こ
と

で
す
。「
結
局
、
企
業
や
文

科
省
の
言
い
な
り
じ
ゃ
な
い

か
」
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

論
文
や
レ
ポ
ー
ト
を
書
か
せ

る
、
そ
の
文
章
を
添
削
す
る

な
ど
の
指
導
は
、
文
章
表
現

力
は
も
ち
ろ
ん
、
論
理
的
な

思
考
力
や
問
題
発
見
、
解
決

力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
も
の

で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
専

門
科
目
な
ど
に
お
け
る
日
々

の
授
業
や
指
導
を
、「
就
業

力
」
や
「
社
会
人
基
礎
力
」

を
意
識
的
に
結
び
つ
け
る
こ

と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
結
び
つ
け
る
と
い

う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要

だ
と
思
わ
れ
る
の
で
す
。
二

年
前
、
本
セ
ン
タ
ー
主
催
で

行
っ
た
Ｆ
Ｄ
講
演
会
で
、
講

師
の
戸
田
山
和
久
先
生
（
名
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ま
せ
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。
た
だ
、
誤
解
し
な

い
で
も
ら
い
た
い
の
は
、「
就

業
力
」
を
育
成
す
る
と
い
う

の
は
、
就
職
試
験
対
策
や
、

就
職
活
動
に
役
に
立
つ
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
与
え
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
も
そ
も
、

「
就
業
力
」
や
「
社
会
人
基

礎
力
」
と
い
う
概
念
自
体
が

極
め
て
抽
象
的
な
も
の
な
の

で
す
か
ら
、
そ
れ
を
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
し
た
り
、
即
時
的
に

使
え
る
よ
う
教
え
る
こ
と
な

ど
で
き
な
い
は
ず
で
す
。

で
は
、
一
体
何
を
す
れ
ば

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

は
、
大
学
で
伝
統
的
に
行
わ

れ
て
い
る
教
育
を
見
直
し
、

そ
の
中
に
、
実
は
「
就
業
力
」

や
「
社
会
人
基
礎
力
」
に
関

連
す
る
こ
と
が
含
ま
れ
て
い

る
で
は
な
い
か
と
再
考
す
る

こ
と
で
す
。
初
め
は
こ
じ
つ

け
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
あ
り

が
ち
な
こ
と
で
す
が
、
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
形
式
の
授
業
は
、
学

生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
、
表
現
力
な
ど
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
も
の
で
し
ょ
う
。
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古
屋
大
学
教
授
）
が
、
身
近

な
教
育
活
動
に
つ
い
て
ざ
っ

く
ば
ら
ん
に
話
し
合
っ
た
り

す
る
こ
と
を
Ｆ
Ｄ
活
動
と
み

な
そ
う
、
と
い
う
主
旨
の
話

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、「
就

業
力
」
に
つ
い
て
も
、
身
近

な
教
育
活
動
を
振
り
返
り
な

が
ら
、
そ
れ
を
い
か
に
結
び

つ
け
て
い
く
の
か
と
い
う
Ｆ

Ｄ
活
動
も
、
同
時
に
必
要
と

な
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う

な
教
育
活
動
を
、
こ
こ
で
は

「
間
接
的
な
就
業
力
育
成
教

育
」
と
呼
ん
で
お
き
ま
す
。

し
か
し
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
各
教
員
の
授
業
や
指
導

で
は
、
直
接
、
職
業
や
労

働
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
関
す

る
内
容
を
扱
う
こ
と
は
で
き

な
い
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、

別
枠
と
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
形

成
を
テ
ー
マ
に
し
た
授
業
が

必
要
な
の
で
す
。
そ
れ
が
、

本
セ
ン
タ
ー
管
轄
科
目
で
あ

る
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
科

目
群
」
で
す
。
こ
れ
を
、「
直

接
的
な
就
業
力
育
成
教
育
」

と
呼
ん
で
お
き
ま
す
。
大
学

に
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を

直
接
テ
ー
マ
と
し
て
扱
う
授

業
が
必
要
あ
る
の
か
と
い
う

批
判
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
学
生
が
社
会
の
中
で

自
ら
の
力
で
生
き
抜
く
こ
と

を
考
え
る
場
を
提
供
す
る
こ

と
は
、
教
育
機
関
で
あ
る
大

学
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
ミ
ッ

シ
ョ
ン
で
す
。
そ
れ
を
、
学

部
や
学
科
単
位
で
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
納
め
る
こ
と
は

物
理
的
に
難
し
い
か
ら
こ

そ
、
別
枠
と
し
て
設
置
す
る

意
義
が
あ
る
の
で
す
。

直
接
的
、
間
接
的
、
双
方

の
就
業
力
育
成
と
い
う
こ
と

を
、
車
の
両
輪
の
ご
と
く
バ

ラ
ン
ス
よ
く
動
か
し
、
大
学

の
建
学
の
精
神
や
特
徴
に
見

合
っ
た
大
学
独
自
の
「
就
業

力
」
を
確
立
し
て
い
く
こ
と

が
、
大
学
に
お
け
る
就
業
力

育
成
に
お
い
て
必
要
な
こ
と

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
年
度
文
部
科
学
省
が
公

募
し
た
「
大
学
生
の
就
業
力

育
成
支
援
事
業
」
に
、
本
学

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
採
択
さ
れ

た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
こ

と
で
し
ょ
う
。
こ
の
事
業
に

採
択
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

本
セ
ン
タ
ー
管
轄
の
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
科
目
群
の
再
編

は
も
ち
ろ
ん
、
新
し
い
組
織

の
整
備
等
も
着
々
と
進
ん
で

い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
支
援
部

が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
き
た
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

科
目
群
、
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｍ
Ａ
Ｐ
（M

y 

A
dvanced Project

）

で

培
わ
れ
た
成
果
を
さ
ら
に
発

（
一
面
よ
り
続
く
）

全
学
共
通
教
育
科
目

「
懇
談
会
」
開
催

展
さ
せ
な
が
ら
、
本
学
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
就
業
力
を
い
か
に

し
て
開
発
し
発
信
し
て
い
く

か
、
そ
の
取
組
は
今
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
す
。「
未
来
社
会

へ
貢
献
す
る
大
学
」
と
し
て

の
本
学
の
「
就
業
力
」
と
は

何
か
、
今
、
学
生
と
向
き
合

う
中
で
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。（
経
済
学
部
・
阿
部
勘
一
）

　

一
〇
月
一
日
（
金
）、
全

学
共
通
教
育
科
目
の
担
当
教

員
（
専
任
・
非
常
勤
）
が
一

堂
に
会
し
た
「
情
報
交
換

会
」
が
、
本
学
七
号
館
地
下

ラ
ウ
ン
ジ
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
津
上
英
輔
共
通
教
育
研

究
セ
ン
タ
ー
長
、
油
井
雄
二

学
長
の
挨
拶
の
後
、
浅
井
良

雄
共
通
教
育
運
営
委
員
長
に

よ
る
乾
杯
で
、
歓
談
が
始
ま

り
ま
し
た
。
参
加
者
は
約

六
〇
人
で
、
盛
況
の
う
ち
に

終
了
し
ま
し
た
。

挨拶：津上センター長

挨拶：油井学長乾杯：浅井運営委員長中締め：杉本教務部長
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「
総
合
講
座
Ⅱ
」〈
感
動
を
創
る
〉
か
ら
生
ま
れ
た

『
ア
ー
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
現
場
』

　

成
城
大
学
で
は
、
現
在
、

共
通
教
育
科
目
の
一
つ
と
し

て
総
合
講
座
Ⅱ
「
感
動
を

創
る
」
が
開
講
さ
れ
て
い
ま

す
（
後
期
・
木
曜
五
時
限
）。

私
は
、
昨
年
度
よ
り
こ
の
講

座
の
担
当
者
で
あ
り
、
か

つ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も

担
っ
て
い
ま
す
。
当
該
科
目

の
趣
旨
は
、
ア
ー
ト
と
ビ
ジ

ネ
ス
が
相
互
浸
透
す
る
状
況

を
踏
ま
え
、
感
動
を
創
る
芸

術
・
ア
ー
ト
の
社
会
性
を
理

解
し
、
人
文
科
学
と
社
会
科

学
の
交
差
点
と
も
い
え
る
、

ア
ー
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
＆

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
意
味
、ア
ー

ト
と
し
て
の
エ
ン
タ
テ
イ
ン

メ
ン
ト
産
業
を
い
く
つ
か
の

視
点
か
ら
考
察
す
る
こ
と
で

す
。
そ
し
て
、
音
楽
・
演
劇
、

展
覧
会
、
展
示
会
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
の
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
事
例
を
と
り
あ

げ
、
創
造
と
運
営
、
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
＆
マ
ネ
ジ
ネ
ン
ト

の
役
割
と
対
象
を
様
々
な

ア
ー
ト
・
シ
ー
ン
に
関
わ
る

ゲ
ス
ト
・
ス
ピ
ー
カ
ー
（
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、
研
究
者
等
）
の

講
義
も
交
え
な
が
ら
紹
介

し
、
ア
ー
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
の
本
質
を
理
解
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
学
際
的
な
総
合

講
座
の
企
画
は
初
め
て
の
経

験
で
、
学
生
諸
氏
に
受
け
入

れ
ら
れ
る
か
、
当
初
は
不
安

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

ふ
た
を
開
け
る
と
、
二
〇
〇

名
を
超
え
る
多
数
の
受
講
者

に
恵
ま
れ
、ゲ
ス
ト
・
ス
ピ
ー

カ
ー
も
考
え
得
る
最
高
の
顔

ぶ
れ
と
な
り
ま
し
た
。

　

彼
ら
の
専
門
分
野
は
、
絵

画
、
演
劇
、
衣
裳
、
テ
レ
ビ

（
メ
デ
ィ
ア
）、音
楽
（
日
本
、

欧
米
）、
伝
統
芸
能
（
日
本

の
能
楽
、
長
唄
）
と
広
範
囲

に
及
び
ま
す
。
彼
ら
は
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
し
て
は
勿
論
、

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
も

手
腕
を
発
揮
さ
れ
て
い
る
点

が
特
徴
で
す
。

　

本
年
八
月
、
昨
年
の
総

合
講
座
Ⅱ
の
講
義
内
容
を
も

と
に
し
た
『
ア
ー
ト
・
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
の
現
場
』
が
刊
行

さ
れ
ま
し
た
。
本
書
で
は
八

つ
の
テ
ー
マ
を
と
り
あ
げ
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

一 ．鑑
る
ア
ー
ト
か
ら
買
う
ア
ー

ト
へ

山
本
冬
彦（
ア
ー
ト・ソ
ム
リ
エ
）

　

ア
ー
ト
の
生
産
者
・
販
売

者
・
ユ
ー
ザ
ー
の
現
状
、ア
ー

ト
ソ
ム
リ
エ
の
活
動
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ツ
ア
ー
と
若
手
作
家

発
表
の
場
づ
く
り
、
無
名
の

作
家
を
買
う
こ
と
の
意
義
な

ど
が
述
べ
ら
れ
る
。

二
．
演
劇
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
こ

と 

公
共
劇
場
か
ら
考
え
る
こ
と

奥
山
緑
（
演
劇
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
気

に
す
る
こ
と
、
な
ぜ
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
に
な
ろ
う
と

思
っ
た
か
、
公
共
の
劇
場
、

演
劇
の
現
場
で
働
く
人
、
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
必
要
な
も

の
、
目
指
す
も
の
、
具
体
的

な
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
仕
事

な
ど
に
言
及
さ
れ
る
。

三
．
聴
く
衣
裳
、
効
く
衣
裳

西
原
梨
恵（
舞
台
衣
裳
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

　

衣
裳
の
世
界
に
入
る
き
っ
か

け
、
聴
く
衣
裳
・
効
く
衣
裳

の
意
味
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
。

四
．
大
衆
を
創
る
：
テ
レ
ビ
に
お

け
る
「
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
」
論

阿
部
勘
一（
経
済
学
部
准
教
授
）

　

テ
レ
ビ
放
送
の
位
置
と
意

味
、
テ
レ
ビ
制
作
者
た
ち
の

テ
レ
ビ
論
、
大
衆
の
あ
り
方

と
テ
レ
ビ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
論

な
ど
が
論
じ
ら
れ
る
。

五
．
演
奏
様
式
と
社
会

小
林
義
武
（
文
芸
学
部
教
授
）

　

宮
廷
、
教
会
、
市
民
、
演

奏
様
式
、
記
譜
法
の
違
い
、

楽
器
の
違
い
、
ピ
ッ
チ
、
奏

法
の
違
い
、
解
釈
の
違
い
、

合
唱
団
の
構
成
な
ど
に
言
及

さ
れ
る
。

六
．
能
の
勧
進　

今
昔

梅
若
靖
記（
能
楽
観
世
流
シ
テ
方
）

　

能
に
見
ら
れ
る
「
勧
進
」、

能
の
公
演
と
時
代
変
遷
、
能

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
海
外
公

演
に
必
要
な
知
識
、
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
創
り
、
人
脈
作

り
な
ど
が
詳
し
く
記
さ
れ
る
。

七
．伝
承
と
発
展

六
世
・
杵
家
弥
七
（
長
唄
杵
家

派
家
元
）

　

長
唄
概
説
、
文
化
譜
の
創

造
、
新
渡
戸
稲
造
と
の
出
会

い
、「
季
座
」
の
目
指
す
も

の
、
教
育
指
導
要
領
の
改

訂
、
伝
承
と
発
展
の
意
味
に

つ
い
て
総
括
さ
れ
る
。

八
．ア
ー
ト
・
プ
ロ
デ
ュー
ス
＆
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
への
誘
い

境
新
一
（
経
済
学
部
教
授
）

　

私
自
身
の
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
の
経
験
を
踏
ま
え
、

ア
ー
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
＆
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
理
論
的
枠
組

み
に
つ
い
て
の
試
論
で
あ
る
。

　

今
日
、
ア
ー
ト
と
ビ
ジ
ネ

ス
は
相
互
の
関
わ
り
な
し
に

は
存
続
し
え
ま
せ
ん
。
ア
ー

ト
は
ビ
ジ
ネ
ス
に
、
ビ
ジ
ネ

ス
は
ア
ー
ト
に
影
響
を
与
え

ま
す
。
ア
ー
ト
と
ビ
ジ
ネ
ス

の
出
会
い
は
、
究
極
の
と
こ

ろ
異
分
野
の
人
々
相
互
の
出

会
い
に
尽
き
ま
す
。
縁
を
結

び
、
縁
を
尊
び
縁
に
随
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
人
を
感
動
さ

せ
る
価
値
の
創
造
お
よ
び
提

供
が
な
さ
れ
る
、
そ
し
て
プ

ラ
ス
α
と
し
て
い
か
な
る
価

値
を
加
え
る
か
が
重
要
で

す
。
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
異

次
元
の
も
の
を
創
造
し
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
起
こ

す
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

　

私
は
、
彼
ら
の
並
々
な
ら
ぬ

意
欲
に
あ
ふ
れ
た
講
義
と
学

生
の
反
応
を
鮮
明
に
記
憶
し

て
い
ま
す
。
こ
の
科
目
が
、
今

年
度
も
ま
た
、
成
城
大
学
に

学
際
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
新
た

な
一
石
を
投
じ
ら
れ
れ
ば
幸
い

で
す
。（
経
済
学
部
・
境
新
一
）

★ 2009 年度総合講座Ⅱ
の内容を収録

境 新一 編著
『アート・プロデュー

スの現場』論創社 刊
定価：2,500 円＋税
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Ｆ
Ｄ
公
開
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
の
お
知
ら
せ

第
二
回
Ｗ
Ｒ
Ｄ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

開
催
の
お
知
ら
せ

　

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
来
る

一
二
月
四
日
（
土
）
午
後
三

時
か
ら
、
３
号
館
三
階
大
会

議
室
で
、
公
開
Ｆ
Ｄ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
本
セ
ン
タ
ー
で
は

二
〇
〇
七
年
一
二
月
一
一
日

に
、
戸
田
山
和
久
先
生
（
名

古
屋
大
学
教
授
）
を
講
師
に

お
招
き
し
て
、
Ｆ
Ｄ
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
後

Ｆ
Ｄ
講
演
会
は
、
Ｆ
Ｄ
委
員

会
の
事
業
と
し
て
引
き
継
が

れ
ま
し
た
が
、
今
回
、
本
セ

ン
タ
ー
独
自
の
Ｆ
Ｄ
活
動
と

し
て
、
公
開
Ｆ
Ｄ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

　

本
セ
ン
タ
ー
の
科
目
で

あ
る
Ｗ
Ｒ
Ｄ
科
目
（「W

rite

＝
書
く
・Read

＝
読
む
・

D
ebate

＝
議
論
す
る
」
の

頭
文
字
に
由
来
）
に
は
、
学

部
を
問
わ
ず
、
ど
の
学
問
分

野
で
も
必
要
と
な
る
基
礎
的

な
能
力
を
身
に
つ
け
る
科
目

で
あ
る
と
い
う
意
味
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｗ
Ｒ
Ｄ
科

目
で
は
、
大
学
で
の
学
び
の

姿
勢
と
し
て
、
一
方
的
に
知

識
を
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な

く
、
学
生
が
授
業
に
主
体
的

に
取
り
組
み
、
実
践
的
な
訓

練
を
行
う
こ
と
を
通
し
て
、

三
つ
の
基
礎
的
な
能
力
を
主

体
的
に
身
に
つ
け
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す

が
、学
び
の
姿
勢
、特
に
「
問

う
」
こ
と
の
重
要
性
を
中
心

に
授
業
は
展
開
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
問
い
、
考
え
た
こ

と
を
い
か
に
し
て
書
く
か
と

い
う
、
書
く
こ
と
に
関
す
る

成
果
を
上
げ
る
の
は
な
か
な

か
難
し
い
の
が
現
状
で

す
。
書
く
こ
と
を
教
え

る
と
言
う
と
、
例
え
ば

句
読
点
の
打
ち
方
、
主

語
述
語
の
一
貫
性
な

ど
、
枝
葉
末
節
な
技
術

指
導
に
終
始
し
が
ち
で

す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と

に
終
始
す
る
こ
と
な

く
、「
問
う
」「
考
え
る
」

こ
と
と
連
動
さ
せ
な
が

ら
書
く
こ
と
を
教
育
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

た
だ
、
そ
れ
を
ど
う
教

え
る
の
か
、
文
章
化
、
言
語

化
す
る
方
法
の
教
授
法
に
は

悩
ま
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
の
Ｆ
Ｄ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
、
そ
の
よ
う
な

点
を
踏
ま
え
、「
表
現
教
育

の
可
能
性
」
と
い
う
テ
ー
マ

を
設
定
し
ま
し
た
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
パ
ネ
リ
ス
ト

に
は
、
石
黒
圭
先
生
を
お

迎
え
し
ま
す
。
石
黒
先
生

は
、
一
橋
大
学
国
際
教
育
セ

ン
タ
ー
・
大
学
院
言
語
社
会

研
究
科
の
准
教
授
で
、
専
門

は
日
本
語
学
、
文
章
論
で

す
。
著
書
に
、
日
本
語
の
文

章
理
解
過
程
に
お
け
る
予
測

の
型
と
機
能
』（
ひ
つ
じ
書

房
）、『
よ
く
わ
か
る
文
章
表

現
の
技
術
Ⅰ
～
Ⅴ
』（
五
冊

と
も
に
明
治
書
院
）、『「
読

む
」
技
術
―
速
読
・
精
読
・

味
読
の
力
を
つ
け
る
』『
文

章
は
接
続
詞
で
決
ま
る
』（
光

文
社
新
書
）、
ほ
か
多
数
あ

り
ま
す
。
石
黒
先
生
に
は
、

文
章
論
の
立
場
か
ら
レ
ポ
ー

ト
、
論
文
を
書
く
た
め
の
教

授
法
、
表
現
教
育
に
つ
い
て

問
題
提
起
と
し
て
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
講
演
を
踏

ま
え
た
上
で
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
・
聞
き
手
の
東
谷

護
文
芸
学
部
准
教
授
と
石
黒

先
生
と
の
議
論
、
そ
し
て
参

加
者
の
方
々
と
の
議
論
を
通

し
て
、
表
現
教
育
の
可
能
性

に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　

＊　
　

＊　
　

＊

★
Ｆ
Ｄ
公
開
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
「
表
現
教
育
の
可
能
性
」

日
時
：
一
二
月
四
日
（
土
）

一
五
時
～
一
七
時
三
〇
分

会
場
：
３
号
館
三
階
大
会
議
室

　

前
回
の
本
紙
で
詳
細
を

お
知
ら
せ
し
た
通
り
、
今
年

度
も
Ｗ
Ｒ
Ｄ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
五
ク
ラ
ス
か
ら

七
チ
ー
ム
の
エ
ン
ト
リ
ー
が

あ
り
ま
し
た
。

　

Ｗ
Ｒ
Ｄ
科
目
の
授
業
成
果

を
、
是
非
ご
覧
下
さ
い
。　

★
第
二
回
Ｗ
Ｒ
Ｄ
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

日
時
：
一
二
月
一
八
日
（
土
）

一
三
時
～
一
八
時

会
場
：
３
号
館
二
階
３
２
２
教
室

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
テ
ー

マ
：「
た
べ
る
」

※
こ
の
テ
ー
マ
か
ら
各
チ
ー
ム

が
自
由
に
テ
ー
マ
設
定
を
し
て

一
五
～
二
〇
分
程
度
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
す
。

講
演
者
：
一
橋
大
学
国
際
教

育
セ
ン
タ
ー
・
大
学
院
言
語

社
会
研
究
科
准
教
授

石
黒　

圭　

氏

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
聞
き
手
：

文
芸
学
部
准
教
授

東
谷　

護　

氏


